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　５月２６日、高知県香美市土佐山田町の国有林において「ニッセイ

土佐山田の森」育樹活動が行われました。� 【詳細は２頁】
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五
月
二
六
日
、
高
知
県
香
美

市
土
佐
山
田
町
樫
谷
立
割
不
寒

冬
山
国
有
林
の
「
ニ
ッ
セ
イ
土

佐
山
田
の
森
」
に
お
い
て
育
樹

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
ニ
ッ
セ
イ
土
佐
山
田
の

森
」
は
、
紙
資
源
消
費
量
に
相

当
す
る
緑
を
育
て
る
趣
旨
で

一
九
九
二
年
か
ら
展
開
さ
れ

て
い
る
「
ニ
ッ
セ
イ
一
○
○

万
本
の
植
樹
運
動
」
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
平
成
一
六
年
に

「
ニ
ッ
セ
イ
緑
の
財

団
」
と
国
が
分
収
造

林
契
約
を
締
結
、
約

一
ha
の
広
さ
に
ク
ヌ

ギ
三
〇
〇
〇
本
が
植

樹
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、〝
ニ
ッ
セ

イ
の
森
〟
友
の
会
会

員
（
代
表　

日
本
生

命
高
知
支
社
長　

村

田　

功
）二
九
名
、ニ
ッ

「
ニ
ッ
セ
イ
土
佐
山
田
の
森
」
で
育
樹
活
動

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

セ
イ
緑
の
財
団(

理
事
長　

新

居
尊
夫)

四
名
と
、
嶺
北
森

林
管
理
署
か
ら
五
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

主
催
者
、
来
賓
か
ら
の
挨
拶

の
あ
と
、
安
全
な
作
業
の
注
意

点
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

三
班
に
分
か
れ
て
、
二
～
三
ｍ

の
高
さ
ま
で
育
っ
た
ク
ヌ
ギ
の

周
り
に
茂
っ
て
い
る
カ
ヤ
類
な

ど
を
手
鎌
で
刈
り
払
う
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
鎌
で
の

作
業
で
少
し
戸
惑
い
が
あ
っ

た
も
の
の
、
時
間
が
た
つ
に
つ

れ
鎌
の
扱
い
に
も
慣
れ
、
参
加

者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
日
の
雨
の
影

響
で
足
下
が
滑
り
や
す
い
条
件

で
し
た
が
、
全
員
が
怪
我
も
な

く
作
業
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

手鎌の安全な使い方の説明

　

六
月
八
日
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
、
今
年
度
第

一
回
目
の
技
術
開
発
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
四
国

森
林
管
理
局
技
術
開
発
委
員

会
運
営
要
領
に
基
づ
き
、
森

林
生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺

伝
資
源
、
森
林
管
理
経
営
等

の
専
門
家
の
委
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
二
三
年
度
に

実
施
し
た
四
課
題
の
調
査
結

果
等
に
、
二
四
年
度
新
規
課

題
の
「
囲
い
わ
な
に
よ
る
効

率
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
試

験
」
を
加
え
た
平
成
二
四
年

度
の
技
術
開
発
実
施
計
画
に

つ
い
て
審
議
を
願
い
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
『
①
「
天
然

林
に
お
け
る
ス
ギ
天
然
更
新

技
術
の
確
立
」
で
は
、
天
然

林
施
業
に
お
け
る
更
新
完
了

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
更
に

様
々
な
調
査
・
分
析
が
必
要

で
あ
る
。

②�

「
か
か
り
木
処
理
器
具
の

改
良
及
び
伐
採
方
法
の
検

討
」
で
は
、
日
本
人
の
体

格
に
合
っ
た
器
具
の
開
発

等
、
今
後
の
調
査
・
分
析

に
期
待
し
て
い
る
。
③
「
囲

い
わ
な
に
よ
る
効
率
的
な

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
試
験
」

で
は
、
確
実
に
捕
獲
が
で

 

「
平
成
二
四
年
度

     

第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
」
を
開
催

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉
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き
て
、
決
し
て
逃
が
さ
な

い
方
法
を
開
発
し
て
ほ
し

い
。
近
年
愛
媛
県
で
も
ニ

ホ
ン
ジ
カ
被
害
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
情
報

交
換
を
願
い
た
い
。
』
な
ど
、

各
課
題
に
対
し
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
い
た
こ
れ
ら
の
意
見

等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
試

験
地
調
査
、
器
具
の
改
良
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

平成 24 年度第１回技術開発委員会

　

五
月
五
日
子
供
の
日
、
高

知
県
四
万
十
市
と
四
万
十

町
の
境
に
位
置
す
る
堂
ヶ
森

の

山

頂
（

国

有

林
、

標

高

八
五
七
ｍ
）
で
毎
年
恒
例
の

「
堂
ヶ
森
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

も
ち
投
げ
や
ち
び
っ
こ
相
撲
、

お
ん
な
相
撲
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
中
、
当
セ
ン

タ
ー
も
青
空
木
工
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

　

会
場
の
準
備
が
整
う
と
、

早
速
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
、
作
製
す

る
「
く
ま
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
は
、

小
さ
な
子
ど
も
に
も
簡
単
に

堂
ケ
森
祭
で
木
工
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

体
験
で
き
る
よ
う
に
、
当
セ

ン
タ
ー
が
サ
ク
ラ
の
端
材
な

ど
を
組
み
合
せ
て
準
備
し
た

キ
ッ
ト
を
使
い
ま
す
。
作
る

の
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
り
一
層
可
愛
ら
し
く
な

る
か
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
友
達
と
競
っ
た

り
、
姉
妹
で
助
け
合
い
な
が

ら
世
界
に
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
完
成
す
る

と
、
大
喜
び
で
家
族
に
披
露

し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
参
加
す
る
子
ど

も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
用
意
し
た
キ
ッ

ト
も
一
部
、
日
の
目
を
見
る

こ
と
が
な
い
か
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
か
つ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
童
心

に
返
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
お
祭
り
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
一
つ
。

二
〇
年
前
に
お
堂
を
再
建
し

た
際
の
記
念
に
埋
め
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
す

と
い
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
埋
設
場

所
の
目
印
は
か
つ
て
国
有
林

木工教室

に
設
置
さ
れ
て
い
た

雨
量
観
測
計
。
構
造

物
は
既
に
撤
去
さ
れ

て
お
り
、
「
埋
め
た

場
所
が

分

か
ら

な

い
！
」
と
、
微
か
な

記
憶
頼
り
の
大
捜
索

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
人
々
か

ら
笑
顔
が
消
え
る
こ

と
は
な
く
、
一
時
間

ほ
ど
し
て
宝
箱
が
発
見
さ
れ

る
と
大
歓
声
や
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
有
林
は
、
こ
の
よ
う
に

地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
と
関

わ
り
、
喜
び
や
楽
し
み
を
共

有
し
て
き
た
の
だ
な
と
実
感

さ
せ
ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
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五
月
一
三
日
、
愛
媛
県
宇

和
島
市
立
宇
和
津
小
学
校
の

四
年
生
二
三
名
と
、
保
護
者

を
対
象
に
、
森
林
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
同
校
で
の
森
林
教

室
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
最
初

に
ス
ラ
イ
ド
で
当
セ
ン
タ
ー
の

活
動
内
容
と
「
森
林
の
働
き
」

親
子
で
木
工
ク
ラ
フ
ト

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

「
森
林
の
働
き
」
で
は
、
森

林
の
持
つ
「
水
を
蓄
え
る
」
、「
山

崩
れ
を
防
ぐ
」
、
「
快
適
な
環
境

を
つ
く
る
」
「
地
球
の
環
境
を

守
る
」
な
ど
の
七
つ
の
働
き
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」

で
は
、
最
初
に
、
怪
我
を
し
な

い
よ
う
に
ノ
コ
ギ
リ
や
ナ
イ
フ

な
ど
道
具
の
安
全
な
使
い
方
を

習
っ
た
後
、
製
作
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。

　

早
速
、
見
本
を
参
考

に
動
物
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

や
ク
マ
の
置
物
な
ど
を

作
ろ
う
と
す
る
女
の

子
。
男
の
子
に
は
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が

大
人
気
で
し
た
。
最
後

に
は
、
ほ
ぼ
全
員
が

モ
ッ
ク
ン
（
鉛
筆
）
を

作
る
な
ど
、
親
子
で
仲

良
く
工
作
す
る
光
景
が

カッターナイフの使い方

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
場
と
も
な
っ
た

初
め
て
の
森
林
教
室
は
、
保
護

者
に
も
大
変
喜
ば
れ
、
先
生
か

ら
は
、
早
速
、
今
後
の
森
林
教

室
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。

 

保
護
林
設
定
記
念
の

　
　
　
登
山
行
わ
れ
る

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

六
月
三
日
、
徳
島
県
つ
る
ぎ

町
一
宇
の
久
藪
国
有
林
八
三
林

班
周
辺
で
、
津つ

し

だ

け

志
嶽
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

津
志
嶽
（
一
，
四
九
四
ｍ
）

の
東
面
に
は
、
他
で
は
見
ら
れ

な
い
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
古
木
が
群

生
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
地
元

住
民
は
郷
土
の
宝
と
し
て
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
つ

る
ぎ
町
か
ら
「
地
域
の
活
性
化

と
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
林
を
適

切
に
保
護
・
管
理
し
て
い
く
た

め
、
郷
土
の
森
に
設
定
し
た

い
。
」
と
の
申
請
が
あ
り
、
九

月
三
〇
日
に
新
木
森
林
管
理
局

長
と
兼
西
つ
る
ぎ
町
長
の
間
で

津
志
嶽
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
郷
土
の
森

保
存
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
山
は
、
こ
の
保
護

林
の
設
定
を
記
念
し
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
つ
る
ぎ

町
が
募
集
し
た
参
加
者
と
ガ
イ

ド
役
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
剣
山

ク
ラ
ブ
の
方
々
に
加

え
、
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
つ
る
ぎ
町
と
当
署

の
職
員
、
総
勢
三
四

名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
、
麓
の
久ひ

さ
や
ぶ藪

集
落
の
阿
弥
陀
堂
で

開
会
式
が
行
わ
れ
、

当
署
か
ら
国
有
林
の

満開のシャクナゲを楽しむ参加者

状
況
と
保
護
林
設
定
の
経
緯
を

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
剣

山
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
周

辺
の
植
物
な
ど
の
説
明
を
受
け

つ
つ
、
津
志
嶽
に
登
り
ま
し
た
。

　

約
二
時
間
で
苦
し
い
登
り
の

後
、
保
護
林
の
入
口
で
ピ
ン
ク

の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
を
発
見
し

た
一
同
か
ら
思
わ
ず
感
激
の
声

が
漏
れ
た
ほ
ど
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

は
こ
の
登
山
に
合
わ
せ
た
よ
う

に
満
開
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
保
護
林
の
中
に
は
、
胸


